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 8月の出来事
●時　事

　    1日  75歳以上人口1割超す、 
　　　　　　平均寿命過去最高
　    5日  2007年度食料自給率40％、 
　　　　　　13年ぶり上昇
　  　　　各地で豪雨被害相次ぐ（ゲリラ豪雨）
8～24日  北京オリンピック開催
　  11日  水泳北島世界新で連覇

●山梨県中央会ニュース

5・7日  組合実務講習会
  23日  甲府大好きまつり

 9月の予定
9日  正副会長会議

2面　施策情報/息吹

3面　景況情報/業界の声

4面　アクティブ組合

5面　労改連通常総会/実務講習会

　　  甲府大好きまつり

6面　教えて!?○○!!/ただいま研究中

7面　情報BOX

8面　インターンシップ体験記/情報BOX

㈱エノモト塩山工場でのオリエンテーション

シチズンセイミツ㈱に於いて記念撮影

会社の概要などを説明する
山梨日本電気㈱取締役真壁氏

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、8
月
7
日「
若
者
も
の
づ
く
り
の
魅
力
発
見
ツ
ア
ー
」

（
主
催
‥
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
、実
施
機
関
‥
中
央
会
）を
開
催
し
た
。県
内
企
業
の
シ
チ
ズ

ン
セ
イ
ミ
ツ
㈱
・
山
梨
日
本
電
気
㈱
・
㈱
エ
ノ
モ
ト
塩
山
工
場
の
3
社
を
、高
校
生
や
大
学
生
ら

22
名
が
訪
問
し
た
。

　
本
事
業
は
、
山
梨
労
働
局
か
ら

委
託
さ
れ
た
若
年
者
の
雇
用
対

策
事
業（
若
年
者
地
域
連
携
事
業
）

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、

山
梨
の
基
幹
産
業
で
あ
る
製
造

業
の
現
場
に
お
い
て
、若
者
に「
も

の
を
つ
く
る
企
業
」
の
意
気
込
み

と
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、

世
界
で
勝
負
で
き
る
先
端
技
術
・

知
識
を
習
得
す
る
こ
と
。ま
た
、「
も

の
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
興
味
や

意
義
を
理
解
し
、
生
涯
に
渡
っ
て

専
門
能
力
を
追
求
し
続
け
る
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
育
成
す

る
こ
と
や
、こ

れ
ら
の
企
業

へ
の
雇
用
機

会
を
得
る
た

め
の
就
職
活

動
を
支
援
す

る
こ
と
を
目

的
と
し
、年
に

３
回
実
施
し

て
い
る
が
、今

回
は
2
回
目
と
な
る
。

　
訪
問
先
の
３
社
は
、
い
ず
れ
も

山
梨
県
を
代
表
す
る
製
造
業
で

あ
り
、
品
質
に
関
す
る
国
際
基
準

I
S
O
９
０
０
１
の
認
証
取
得
、

環

境

に

関

す

る

国

際

基

準

I
S
O
１
４
０
０
１
を
認
証
取

得
す
る
な
ど
地
球

環
境
や
地
域
社
会

に
貢
献
で
き
る
企

業
を
目
指
し
、
さ

ら
に
将
来
を
担
う

若
い
技
術
者
の
職

業
意
識
の
醸
成
に

育
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
本
事
業
の

受
け
入
れ
に
も
全

面
的
な
協
力
を
い

た
だ
い
た
。

　
企
業
訪
問
を
し

た
参
加
者
は
、
先

ず
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、

各
企
業
の
担
当
者

か
ら
会
社
の
概
要
・

主
要
事
業
①
シ
チ

ズ
ン
セ
イ
ミ
ツ
㈱

は
、
時
計
事
業
、
電

子
デ
バ
イ
ス
事
業
、

電
子
機
器
製
品
事
業
、
産
業
用
機

械
事
業
、
自
動
車
部
品
事
業
②
山

梨
日
本
電
気
㈱
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
、
光
デ

バ
イ
ス
事
業
、
海
洋
シ
ス
テ
ム
事

業
③
㈱
エ
ノ
モ
ト
塩
山
工
場
は
、

コ
ネ
ク
タ
事
業
、モ
ー
ル
ド
事
業
、

リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
事
業
の
内
容
・

経
営
理
念
・
雇
用
形
態
・
雇
用
環
境

等
の
説
明
を
受
け
た
。そ
の
後
、工

場
見
学
で
は
最
新
鋭
の
機
械
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
機
器
を
導

入
し
た
先
端
技
術
に
よ
る
加
工
、

表
面
処
理
、
組
立
そ
れ
ら
に
従
事

す
る
社
員
の
作
業
な
ど
の
労
働

環
境
等
を
見
学
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
で
あ
る
22
名

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
た
結
果
、

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
か
？
」

の
質
問
に
対
し
て「
良
か
っ
た
、大

変
良
か
っ
た
」
が
参
加
者
全
員
で

あ
り
、
満
足
度
の
高
い
実
施
結
果

と
な
っ
た
。ま
た
参
加
者
ら
は「
工

場
の
ラ
イ
ン
作
業
や
会
社
の
雰

囲
気
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」

「
地
方
に
も
世
界
と
競
争
で
き
る

会
社
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。」な

ど
の
感
想
も
あ
り
、
満
足
げ
な
様

子
だ
っ
た
。
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食
料
自
給
率

　
世
界
的
な
食
料
価
格
の
高
騰
で
、
日
本
で
も
食
料
危
機
が

訪
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
食
料
自
給
率

を
上
げ
よ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
食
料
自
給
率
は
、
国
内
で
消
費
さ
れ
る
食
料
の
う
ち
ど
の

程
度
、
国
産
で
ま
か
な
え
る
か
を
示
し
て
お
り
、
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス(

食
料
に
含
ま
れ
る
カ
ロ
リ
ー
を
用
い
て
計
算)

と

生
産
額
ベ
ー
ス(

価
格
を
用
い
て
計
算)

が
あ
る
。一
般
に
は
、

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
数
値
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
農
林
水
産
省
が
発
表
し
た
、
平
成
19
年
度
の
食
料
自
給
率

は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
が
前
年
度
の
39
％
か
ら
１
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
40
％
。
生
産
額
ベ
ー
ス
が
前
年
度
か
ら
２
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
66
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率
は
、
昭
和
40
年
度
に

は
73
％
あ
っ
た
が
、
平
成
18
年
度
は
39
％
ま
で
低
下
し
た
。

先
進
国
で
は
最
低
水
準
で
あ
る
。

　
自
給
率
が
下
が
っ
た
の
は
、
日
本
人
の
食
生
活
の
変
化
で

あ
り
、
畜
産
物
、
小
麦
、
油
脂
類
の
輸
入
が
増
え
、
日
本
人
が

パ
ン
や
牛
肉
を
よ
く
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
は
、
代
表
的
な
和
食
メ
ニ
ュ
ー
が
自

給
率
63
％
。
洋
食
メ
ニ
ュ
ー
が
自
給
率
28
％
。
カ
ロ
リ
ー
が

ほ
ぼ
同
じ
な
の
に
大
き
く
離
れ
て
い
る
。
米
の
自
給
率
が
、

94
％
な
の
で
和
食
が
高
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
現
在
の
基
本
計
画
で
は
、
食
料
自
給
率(

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス)

を
45
％
ま
で
高
め
る
目
標
を
立
て
て
い
る
が
、
農
林
水

産
省
は
食
料
価
格
の
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
目
標
を
50
％

に
引
き
上
げ
る
方
針
を
固
め
た
。

　
食
料
の
多
く
を
輸
入
し
て
い
る
日
本
。
日
本
人
の
食
生
活

を
見
直
す
と
と
も
に
食
べ
残
し
や
食
品
廃
棄
の
問
題
も
考

え
な
が
ら
、
自
給
率
が
上
が
る
よ
う
に
努
力
し
て
行
く
必
要

が
あ
る
。

　
参
考
ま
で
に
、
山
梨
県
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
で
20
％(

平
成
18
年
度)

、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
92
％(

平
成
17

年
度)

と
な
っ
て
い
る
。

 検査重点事項 

　金融機関を取り巻く内外の経済・金融環境が大きく変化する中、金融

機関においては、全体の収益目標およびそれに向けたリスクテイクや人

的・物的資源配分の戦略等を明確にした戦略目標を定め、それを踏まえ

た適切なリスク管理を行うことが強く求められている。�

　このため、金融機関の経営陣においては、一層自らの経営管理（ガバナ

ンス）態勢の整備を図る必要があるが、検査においては、金融機関が戦略

目標に即した適切な法令等遵守態勢及びリスク管理態勢を整備してい

るか、金融機関全体を貫く経営管理（ガバナンス）態勢が有効に機能して

いるかに注目して深度ある検証を行う。

 円滑な中小企業・地域金融に向けた対応 

　我が国経済の基盤を支える中小企業に対する円滑な金融は、金融機関

の最も重要な役割の一つである。原油・原材料価格の高騰等により、中小

企業をめぐる環境が厳しさを増す中、特に、地域経済における拠点とし

ての役割も担う地域銀行、信用金庫、信用組合などの地域金融機関には、

自らの責任と判断により適切かつ積極的にリスクテイクを行うとともに、

それにふさわしい適切なリスク管理態勢を整備することを通じて、地域

における金融仲介機能を積極的に発揮していくことが強く期待されて

いる。�

　金融庁においても、「成長力強化への早期実施策」に沿って、中小企業

金融の円滑化や地域産業の再生の観点から、様々な施策に取り組んでい

るところである。検査にあたっては、こうした取組も踏まえ、金融機関に

おいて、適切なリスク管理をベースとして、中小企業の実態を踏まえた

円滑かつ積極的な金融仲介機能が発揮できる態勢が構築されているか

検証する。

�① 円滑な金融仲介への対応 
　金融機関による中小企業への融資の判断・評価に際しては、中小企業

の経営・財務面の特性等を十分に踏まえた適切な実態把握を行うことが

重要である。こうした観点から、エンドユーザーである中小企業の経営

者等に対し、金融検査マニュアル別冊〔中小企業融資編〕の周知・広報を

更に徹底し、中小企業の資金調達面での活用を支援する。�

　また、金融機関の中小企業への資金供給に向けた態勢整備の検証に際

しては、同マニュアル別冊の趣旨を踏まえた融資態勢となっているかど

うかを重視し、中小企業に対する金融仲介機能の十全なる発揮を促す。

その際特に、融資先の赤字や債務超過、貸出条件の変更といった事実の

みで判断するのではなく、経営・財務の特性等を十分に踏まえた上で融

資判断・リスク管理を行っているかに注目する。あわせて、不動産担保や

個人保証に過度に依存せずに事業価値を見極める融資手法など、中小企

業に適した資金供給手法の取組事例については、積極的に評価し、金融

検査評定にも明確に反映させる。�

② 中小企業の事業再生等への対応 
　地域金融機関は、中小企業の事業再生や地域再生の取組に際して中核

的な役割を発揮することが期待されている。これまでも、地域金融機関が、

関係先と連携し、経営改善計画の策定を通じた継続的な経営指導等に取

り組み、大きな効果を挙げている事例が見られる。また、本年３月の金融

検査マニュアルの改訂により、十分な資本的性質を有する劣後ローン等

の借入金を債務者区分の判定において資本とみなすなど、対象企業の資

本強化を通じた経営安定を図るためのツールも逐次整備されてきている。�

　このような地域金融機関の取組や経営安定を図るためのツールの活

用を促進する観点から、中小企業の事業再生等に向けた取組実態を検証し、

優れた取組や創意工夫については、金融検査指摘事例集により広く周知

を図るとともに、検査において積極的に評価し、金融検査評定にも明確

に反映させる。�

　金融庁が先月19日に発表した最新の検査方針において、原油・原材料高による厳しい経営環境にある中小企業に対し、資金供給の円滑化

に取り組む方針を明らかにした。中小企業融資の円滑化には、一般の債権より支払い順位が低い「劣後(れつご)ローン」の活用を図る。金融

機関が融資先の査定時に劣後ローンの債務を自己資本とみなせることから、金融機関の審査で融資が難しいと判断された中小企業の貸し

渋り対策となり、円滑な資金供給を促す。
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データから見た業界の動き（平成20年7月分）

収益状況
2007年7月

景況感
2007年7月

売上高
2007年7月

2008年7月 2008年7月2008年7月

減少
46% 不変

44%

増加
10%

悪化
46%

不変
50%

好転
4%

悪化
34%

不変
62%

好転
4%

悪化
62%

不変
34%

好転
4%

悪化
68%

不変
32%減少

54% 不変
26%

増加
20%

山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成20年7月分）

　本県の7月の景況は、全業種のDI値でみると、売、売上
高は－34（前年同月比＋2）、収益状況は－58（前前年
同月比－16）、景況感は－68（前年同月比－38））8
と前年同月と比較すると売上高でわずかにポイ
ントが回復しているものの、好転の材料とは言
えない。
　全体ではマイナス傾向が続いている。業種別
では、製造業のDI値が、売上高では－40（前年
同月比－20）、収益状況は－60（前年同月比－30）、
景況感は－65（前年同月比－35）となっている。　。　
非製造業のDI値においては、売上高は－30（前年同同月
比＋17）、収益状況は－57（前年同月比－7）、景況感は－況感は－7070－7－7（前年同月比－（前年同月比－0（0（ 4040－4－4 ））0）0）
となっており、売上高のポイントが17ポイント伸びている。。 
　しかしながら、これは、一部の小売業やショッピングセンターから暑さやオ
リンピック等の影響による売上げの伸びが報告された一方で、製造業や建設業
においては、上昇した原料、資材等のコスト上昇が売上高アップに繋がっただ
けで、実質的な売上げ上昇とは言えないことが、DI値の推移に表れている。 
　全体、業種別の景況感については、DI値が前月と全く同様という結果となり、
取り敢えず前月を維持する形の足踏状態となった。しかし、原油高・原材料費等
の高騰の影響は依然続いており、さらなる中小企業の経営悪化が懸念される。 

sデータから見た

　�

協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
松
葉 

　
惇 

氏

　�

協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
松
葉 

　
惇 

氏

業
界
の
現
況
は
？

　
山
梨
県
は
3
0
0
年
以
上
前
か
ら
宝
飾
産
業
が
盛
ん
で

あ
り
、
世
界
で
も
5
本
の
指
に
入
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
宝

石
の
町
で
す
。
し
か
し
、
全
盛
期
と
比
較
す
る
と
売
上
高
が

4０
％
減
少
す
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
世
界
的
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
不
況
の
他
に
、
国
内

に
お
け
る
石
（
加
工
前
）
と
宝
石
（
完
成
品
）
の
輸
入
額
が

2
0
0
7
年
に
初
め
て
逆
転
し
た
よ
う
に
、
宝
石
加
工
が
海

外
（
主
に
中
国
）
に
移
行
し
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
地
金
の
金
額
が
大
幅
に
高
騰
し
て
い
る
た

め
、
赤
字
経
営
の
業
者
が
急
増
し
、
多
く
の
宝
飾
業
者
が
廃

業
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　
日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
消
費
国
で
あ
る

た
め
、
国
内
の
顧
客
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
先
決
で
す
。
ま

た
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
は
加
工
業
で
あ
る
た
め
に
、
卸
し
先

で
あ
る
小
売
業
者
と
の
関
係
性
は
考
慮
す
る
も
の
の
、
実
際

に
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
購
入
す
る
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
は
無
頓

着
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
山
梨
の
宝
飾
業
界

で
は
産
地
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
k
o
o�

│�

f
u
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
k
o
o�

│�

f
u
」

（
ク
ー
フ
ー
）
と
は
、
商
品
と
産
業
が
取
り
組
む
事
業
全
体
を

示
す
産
地
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
考
え
ら
れ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
甲

府
を
イ
メ
ー
ジ
せ
ず
、
無
国
籍
の
よ
う
な
響
き
と
し
て
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
k
o
o�

│�

f
u
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、山
梨
の
産
地
特
性

を
活
か
し
た
素
材
、
技
術
及
び
デ
ザ
イ
ン
等
で
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
高
め
る
た
め「
k
o
o�

│�

f
u
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
開
発

な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。
す
で
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ

ラ
チ
ナ
合
金「
k
o
o�

│�

f
u

P
t
9
5
0
」
な
ど
を
使
用
し

た
も
の
を
2
0
0
8
年
度
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
発
表
し
て
お

り
、多
く
の
消
費
者
か
ら「
k
o
o

│�

f
u
」ブ
ラ
ン
ド
の
宝
石
が
買

い
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
ブ

ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
原
油
価
格
高
騰
に
端
を
発
す
る
燃

料
費
・
原
材
料
費
・
諸
物
価
の
高
騰
が

続
い
て
い
る
中
、今
回
は
業
界
に
お
い

て
取
引
条
件
や
販
売
条
件（
仕
入
価
格
、

販
売
価
格
、
支
払
条
件
な
ど
）
に
ど
の

よ
う
に
変
化
や
影
響
が
出
て
い
る
か

に
つ
い
て
調
査
し
た
。�

　
「
大
手
メ
ー
カ
ー
・
大
手
小
売
店
が

使
用
原
材
料
の
指
定
や
価
格
決
定
権

を
有
し
て
い
る
。
」
、「
取
引
相
手
も
不

況
に
あ
り
、コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
を
転
嫁

で
き
な
い
。
」
、「
得
意
先
か
ら
決
済
条

件
の
変
更
（
現
金
か
ら
手
形
）
を
求
め

ら
れ
た
が
拒
否
し
た
。
」
、「
メ
ー
カ
ー

卸
へ
の
支
払
条
件
が
厳
し
く
な
っ
た

（
手
形
決
済
か
ら
現
金
取
引
、
支
払
サ

イ
ク
ル
の
短
縮
）。」、「
取
引
先
か
ら
の

入
金
の
遅
延
が
見
ら
れ
る
。
」
、「
取
引

に
対
す
る
不
安
感
が
高
ま
り
、信
用
不

安
が
か
え
っ
て
高
値
取
引
を
誘
導
す

る
傾
向
も
で
て
お
り
、取
引
条
件
が
悪

化
し
て
い
る
。
」
、「
支
払
サ
イ
ト
の
長

期
化
、
手
形
の
ジ
ャ
ン
プ
、
現
金
支
払

い
比
率
の
低
下
な
ど
が
増
え
て
お
り
、

支
払
条
件
が
悪
化
し
て
い
る
。
」
な
ど

の
回
答
が
あ
っ
た
。�

　
ほ
ぼ
全
て
の
業
種
で
燃
料
費
・
原
材

料
費
な
ど
の
コ
ス
ト
上
昇
分
を「
価
格

転
嫁
で
き
な
い
、
転
嫁
し
き
れ
な
い
」

と
い
う
現
状
が
あ
り
、
在
庫
回
転
率
、

稼
働
率
を
上
げ
る
こ
と
で
、よ
う
や
く

売
上
確
保
を
図
っ
て
い
る
状
況
も
見

受
け
ら
れ
る
。受
注
か
ら
納
入
ま
で
が

長
期
と
な
る
建
設
業
界
な
ど
で
は
、コ

ス
ト
上
昇
分
を
価
格
に
転
嫁
し
た
い

も
の
の
、吸
収
仕
切
れ
ず
利
益
計
画
を

組
む
こ
と
も
困
難
と
な
っ
て
い
る
。ま

た
、
製
品
・
商
品
に
よ
っ
て
は
価
格
転

嫁
で
き
る
状
況
に
あ
る
が
、先
行
き
の

不
透
明
感
や
不
安
か
ら
消
費
者
需
要

の
動
向
を
見
て
、価
格
改
定
を
し
な
い

な
ど
の
状
況
も
見
ら
れ
、企
業
側
の
努

力
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
現
状
と

な
っ
て
い
る
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
原
油
・
諸

物
価
高
騰
の
た
め
中
元
の
見
直
し

が
顕
著
で
高
額
商
品
が
不
調
。
カ

タ
ロ
グ
販
売
は
倍
増
（
ウ
ェ
イ
ト

は
低
い
）
だ
が
、
百
貨
店
向
け
中
元

ギ
フ
ト
は
売
上
大
幅
ダ
ウ
ン
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
夏
季
商

品
で
あ
る
ゼ
リ
ー
関
係
は
不
調
。

大
手
メ
ー
カ
ー
が
委
託
生
産
を
増

加
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
好
調
が
全
体
売

上
を
押
し
上
げ
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）／
国
産
ワ
イ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
発
表
を
受
け
、

問
い
合
わ
せ
が
増
加
。
今
年
の
ブ

ド
ウ
の
出
来
に
つ
い
て
天
候
を
注

視
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
景
況
感
の

悪
化
、
先
行
き
の
不
安
感
の
た
め
、

店
頭
で
の
バ
ー
ゲ
ン
物
の
動
き
は

良
い
が
今
ま
で
安
定
し
て
い
た
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
動
き
が
悪
い
。

建
築
業
界
の
落
ち
込
み
に
連
動
し
、

イ
ン
テ
リ
ア
が
急
激
に
悪
化
。

●
繊
維
・
同
製
品（
ニ
ッ
ト
）／
衣
料
品

の
店
頭
で
の
販
売
が
高
価
格
品
、中
・

低
価
格
品
と
も
落
ち
込
ん
で
い
る
。

取
引
先
で
あ
る
専
門
店
・
ア
パ
レ

ル
が
余
分
な
在
庫
を
持
た
ず
、
実

需
に
合
わ
せ
た
仕
入
を
し
て
い
る

た
め
、
店
頭
で
の
商
品
の
販
売
動

向
が
直
接
影
響
。

●
鉄
鋼
・
金
属
／
半
導
体
関
係
は
、
全

盛
期
の
４
分
の
１
の
売
上
。
建
設

関
係
は
、
材
料
の
高
騰
に
よ
り
契

約
単
価
に
反
映
で
き
ず
赤
字
。

●
電
気
機
器
／
金
融
機
関
の
引
き
締

め
が
厳
し
い
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
S
C
）／
宝
石
・
貴
金
属
関
連

を
除
く
売
上
は
好
調
。
ガ
ソ
リ
ン

の
高
騰
は
、
広
域
か
ら
の
消
費
者

及
び
観
光
客
の
集
客
に
影
響
。

●
小
売（
青
果
）／
他
の
食
品
が
値
上

が
り
す
る
中
、
野
菜
は
価
格
の
低

迷
が
続
い
て
い
る
。
猛
暑
で
入
荷

が
増
え
た
が
、
消
費
者
の
購
買
意

欲
は
著
し
く
低
下
し
て
い
る
状
況
。

●
小
売（
食
肉
）／
銘
柄
豚「
フ
ジ
ザ
ク

ラ
ポ
ー
ク
」
の
品
薄
か
ら
、
豚
肉
相

場
が
他
県
に
比
べ
1
キ
ロ
あ
た
り

2
0
0
円
も
高
く
な
り
、
地
産
地

消
を
進
め
て
き
た
ス
ー
パ
ー
を
中

心
に
市
場
の
豚
肉
価
格
が
高
騰
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
猛
暑
の
影
響

か
ら
季
節
品
を
中
心
に
推
移
。
エ

ア
コ
ン
、
薄
型
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
は
順
調
に
推
移
（
特
に
エ

ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
は
省
エ
ネ
商
品

が
人
気
）。

●
小
売（
石
油
）／
産
油
国
の
政
情
と

為
替
レ
ー
ト
の
円
安
ド
ル
高
に
よ

り
、
元
売
各
社
が
卸
値
を
11
円
値

上
げ
し
た
た
め
、
各
給
油
所
は
11

円
を
小
売
価
格
に
転
嫁
。
8
月
は

リ
ッ
ト
ル
7
円
程
度
の
値
上
げ
を

予
想
。

●
商
店
街
／
街
に
観
光
客
増
加
。ガ
ソ

リ
ン
高
で
首
都
圏
客
が
増
加
し
て

い
る
。

●
宿
泊
業
／
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の

あ
る
海
外
旅
行
が
敬
遠
さ
れ
、
国

内
旅
行
に
流
れ
て
い
る
状
況
。
料

金
の
値
上
げ
は
難
し
い
た
め
、
何

と
か
稼
働
率
を
上
げ
売
上
高
を
保

つ
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

●
建
設
業（
総
合
）／
第
１
四
半
期
に

発
注
が
少
な
か
っ
た
分
、
第
２
四

半
期
以
降
の
公
共
工
事
は
こ
れ
か

ら
徐
々
に
発
注
量
が
増
加
す
る
と

予
想
。
し
か
し
原
油
価
格
の
高
騰

分
は
す
べ
て
の
資
材
に
転
嫁
さ
れ

て
い
る
状
況
。

●
建
設（
住
宅
関
連
）／
新
築
の
引
き

合
い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
リ
フ
ォ

ー
ム
・
少
額
工
事
で
し
の
い
で
い

る
状
況
。

●
設
備
工
事（
電
気
工
事
）／
材
料
の

値
上
が
り
に
よ
り
、
工
事
収
益
計

画
が
立
た
な
い
案
件
が
出
て
き
て

い
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）
／
資
材
の
値

上
げ
が
あ
り
、
来
月
も
予
定
。
ス
テ

ン
レ
ス
・
バ
ル
ブ
等
の
価
格
は
1

年
前
と
比
べ
2
倍
に
。
官
公
需
は

減
少
。�

●
運
輸（
バ
ス
）／
燃
料
コ
ス
ト
を
予

想
で
き
な
い
た
め
、
時
期
が
先
の

予
約
に
対
す
る
見
積
額
が
決
め
ら

れ
な
い
。
消
費
者
に
何
と
か
燃
料

費
高
騰
分
の
転
嫁
を
交
渉
。

「Koo-fu」コレクションのロゴ
（白地に青字）
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石和温泉旅館協同組合

山梨県宝石研磨工業協同組合

甲府・オリオン通り商店会

伝統漁法「徒歩鵜」

鵜飼を楽しむ観光客

工事現場の防音壁を使った風景画

オリオン通り南部外観

　
石
和
温
泉
で
は
、

夏
休
み
に
石
和
温
泉

を
訪
れ
る
観
光
客
に

夕
涼
み
を
し
な
が
ら
、

愉
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
次
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
た
。

　
「
稚
鯉
す
く
い
」
は
、

全
長
18
ｍ
の
水
槽
で

錦
鯉
の
稚
鯉
を
ポ
イ

で
す
く
う
も
の
で
あ
る
。

稚
鯉
は
大
切
に
育
て

れ
ば
、
一
攫
千
金
？

に
な
る
の
で
、
楽
し

み
な
が
ら
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

ま
た
、「
恋
鯉
コ
イ
ン
」は
、水
槽
の
中
の
グ
ラ
ス
に
コ
イ
ン
を
入
れ
る
ゲ

ー
ム
で
あ
る
が
、水
の
揺
ら
ぎ
に
よ
り
コ
イ
ン
が
不
規
則
な
落
ち
方
を

す
る
た
め
、な
か
な
か
入
ら
な
い
の
で
、参
加
者
は
恋
の
成
就
、商
品
ゲ

ッ
ト
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
た
。

　
笛
吹
川
石
和
鵜
飼
は
、毎
週
水
・
木
・
土
・
日
の
８
時
か
ら
行
わ
れ
た
。

鵜
飼
は
船
上
か
ら
鵜
を
操
る
の
が
一
般
的
だ
が
、鵜
匠（
う
し
ょ
う
）が

川
の
浅
瀬
に
つ
か
っ
て
歩
き
な
が
ら
海
鵜
を
操
っ
て
漁
を
す
る
、鎌
倉

時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
伝
統
漁
法「
徒
歩
鵜（
か
ち
う
）」で
、暗
が

り
の
中
、
た
い
ま
つ
の
灯
り
を
頼
り
に
行
わ
れ
る
漁
法
に
、
多
く
の
観

光
客
が
見
入
っ
て
い
た
。９
月
４
、５
の
両
日
に
は
、全
国
各
地
の
鵜
飼

（
う
か
い
）関
係
者
が
集
ま
る
第
15
回
全
国
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
が
笛
吹
市
で

開
か
れ
、ゆ
か
り
の
あ
る
13
市
町
か
ら
１
０
０
人
余
り
が
参
加
し
、河
川

の
環
境
保
全
や
観
光
振
興
、伝
統
技
術
の
継
承
な
ど
鵜
飼
に
関
す
る
問

題
を
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
連
夜
花
火
は
、毎
夜
８
時
50
分
か
ら
10
分
間
花
火
を
打
ち
上
げ
る
も

の
で
、「
花
火
大
会
」
の
混
雑
と
は
違
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の

中
、浴
衣
姿
の
団
体

客
や
親
子
連
れ
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
楽
し

ん
で
い
た
。
な
お
、

石
和
温
泉
で
は
、９

月
以
降
も
、「
ナ
イ

ト
ワ
イ
ナ
リ
ー
ツ

ア
ー
」や
源
泉
足
湯

ひ
ろ
ば
を
活
用
し

て
の
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
し
て
い
る
。

　
甲
府
・
オ
リ
オ
ン
通

り
商
店
会（
輿
石
陽
会

長
）
は
、
甲
府
の
中
心

商
店
街
の
活
性
化
と

県
内
最
強
の
専
門
店

ゾ
ー
ン
を
目
指
し
て
、

商
店
街
の
様
々
な
整

備
事
業
な
ど
を
模
索
・

検
討
し
て
い
る
。

　
オ
リ
オ
ン
通
り
商

店
街
は
、昭
和
23
年
に

検
事
正
宿
舎
跡
に
建

設
さ
れ
、
当
時
、
町
内

に
あ
っ
た
戦
後
復
興

の
象
徴
と
も
い
え
る

映
画
館「
オ
リ
オ
ン
パ
レ
ス
」に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。以
降
高
度

成
長
時
代
の
中
、来
街
客
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
昭
和
31
年
に
ヨ

シ
ズ
張
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
設
置
、
そ
の
後
、
現
在
の
鉄
骨
ア
ー
ケ
ー

ド
に
建
て
替
え
ら
れ
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
来
街
客
に
親
し
ま
れ

て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
郊
外
型
商
業
集
積
の
時
代

と
な
り
、消
費
者
行
動
は
中
心
市
街
地
で
の
買
物
か
ら
郊
外
型
大
型
店

で
の
買
物
へ
と
シ
フ
ト
、甲
府
市
中
心
部
も
衰
退
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、抜
本
的
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
甲
府
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
模
索
さ
れ
る
中
で
、平

成
19
年
に
は『
甲
府
紅
梅
地
区
再
開
発
組
合
』が
設
立
さ
れ
、当
該
商
店

街
に
立
地
す
る
大
型
店
パ
セ
オ
と
隣
接
す
る
県
営
駐
車
場
を
一
体
化

す
る
再
開
発
事
業
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
事
業
は
、
甲
府
市

中
心
市
街
地
の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
、活
性
化
へ
導
く
大
事
業
と
さ

れ
て
い
る
。

　
当
該
商
店
街
で
も
こ
れ
を
機
に
、

よ
り
強
力
に
商
店
街
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、旧
ア
ー
ケ
ー
ド
を

解
体
し
、新
た
な「
オ
リ
オ
ン
・
ス

ク
エ
ア
」
整
備
事
業
に
着
手
。
近

接
商
業
者
と
と
も
に
連
携
し
な

が
ら
、
新
た
な
戦
略
、
効
果
的
な

事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、甲
府
中
心
市
街
地
の

活
性
化
、
更
に
は
、
地
域
全
体
の

商
業
の
発
展
と「
専
門
店
ゾ
ー
ン

と
し
て
の
魅
力
創
出
」の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。

　
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業

協
同
組
合（
小
田
切
富
男
理

事
長
）は
、７
月
８
日
・
９
日

の
両
日
、中
巨
摩
郡
昭
和
町

の
ア
ピ
オ
に
お
い
て
、第
54

回
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ

ア�

in�

Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
を
開
催
し

た
。
　
こ
の
フ
ェ
ア
は
、宝
飾
品

の
素
材
と
な
る
宝
石
・
貴
石

等
の
研
磨
石
製
作
者
に
よ

る
展
示
会
で
、ジ
ュ
エ
リ
ー

メ
ー
カ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、組
合
員
24
社
、協
賛
企
業
６
社
の
30
社
が
出
展
し
た
。

　
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
は
、研
磨
組
合
の
組
合
員
の
販
売
促
進
を

目
的
に
、昭
和
55
年
９
月
の
組
合
創
立
と
と
も
に
、第
１
回
研
磨
新
作
見

本
市
を
開
催
し
て
以
来
28
年
を
経
過
し
、素
材
提
供
者
の
見
本
市
と
し

て
定
着
し
て
お
り
、県
内
外
か
ら
多
く
の
業
界
関
係
者
を
集
め
て
い
る
。

　
山
梨
の
研
磨
技
術
は
、江
戸
時
代
か
ら
と
い
わ
れ
、伝
統
の
技
術
に
現

在
ま
で
の
技
術
を
積
み
重
ね
て
き
て
お
り
、こ
の
研
磨
技
術
を
含
め
て

宝
飾
品
の
産
地
山
梨
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、昨
今
の
景
気
低
迷

に
よ
り
、宝
飾
品
の

売
上
は
減
少
し
て

お
り
、輸
入
製
品
と

の
競
争
な
ど
、宝
石

研
磨
業
界
も
そ
の

影
響
を
受
け
て
い
る
。�

　
こ
の
よ
う
な
中

で
の
今
回
の
展
示

会
は
、来
場
者
数
が

減
少
し
た
わ
り
に

は
売
上
の
減
少
が

少
な
か
っ
た
と
の

こ
と
で
、展
示
会
に

向
け
て
、各
組
合
員

が
新
商
品
開
発
に

取
り
組
み
、ジ
ュ
エ

リ
ー
メ
ー
カ
ー
な

ど
へ
の
企
画
提
案

に
力
を
入
れ
た
結

果
が
成
果
と
な
っ

た
と
し
て
い
る
。

内藤会長も参加したオープニングセレモニー

来場者で賑わう会場
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「
第
20
回
甲
府
大
好
き
ま
つ
り
２
０

０
８
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
８
月

23
日（
土
）に
甲
府
市
の
舞
鶴
城
公
園
及

び
中
央
商
店
街
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
あ

い
に
く
の
雨
の
中
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

祭
り
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
参
加
し

て
楽
し
む
こ
と
に
よ
り
、
ま
つ
り
を
通

じ
て
郷
土
愛
を
醸
成
し
、
市
民
が
誇
り

に
思
え
る
よ
う
な
市
民
ま
つ
り
の
構
築

を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
20
回
記
念
の
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る

べ
く
、
協
賛
金
を
募
り
、
多
く
の
企
業
・

団
体
の
協
力
の
も
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
甲
府
の
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
に
ま
つ
り
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
舞
鶴
城
公

園
に
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
付
き
の
巨
大
プ
ー
ル
を
設

置
し
た
。ま
た
、サ
ン
リ
オ
の
創

業
者
が
山
梨
県
の
出
身
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

甲
府
の
活
性
化
に
活
用
し
よ
う

と
い
う
動
き
も
あ
り
、「
ハ
ロ
ー

キ
テ
ィ
握
手
会
」
、
パ
レ
ー
ド
、

表
彰
式
な
ど
に
着
物
や
ド
レ
ス

を
着
た
キ
テ
ィ
が
登
場
し
、
子

供
た
ち
が
満
面
の
笑
み
を
浮
か

べ
て
参
加
し
た
。

　
工
作
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
夏
休
み
の
宿

題
の
仕
上
げ
に
真
剣
に
取
り
組
む
子
供

た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
青
年
中
央
会
が
今
年
も
参
加
し
、
屋

台
コ
ー
ナ
ー
で
、焼
き
そ
ば
、フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
好
評
で
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
後
も
客
足
が
途
絶
え
な
か

っ
た
。

　
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
ビ
ー
ト
ｔ

ｏ
ビ
ー
ト
の
優
勝
チ
ー
ム
の
演
舞
と
花

火
の
競
演
が
飾
っ
た
が
、花
火
の
音
と
光
、

音
楽
と
ダ
ン
ス
の
躍
動
感
が
マ
ッ
チ
し
、

盛
大
の
う
ち
に
ま
つ
り
は
終
了
し
た
。

　山梨県中央会主催による組合実務講習会が、７月24日開講によ

り５回シリーズで開催された。例年、組合総会シーズンも終わり、

組合事務局等関係者が、総会後の事務手続を行っている時期に合

わせ開催しているもので、中央会若手指導員が講師を担当している。

　講習会では、組合運営や管理上必要と思われる「組合法・団体法

の重要条文7／24」「定款の読み方と重要条文7／29」「総会・理事会

における招集手順と運営7／31」「法人登記をやってみよう8／5」「組

合における各種届出義務8／7」の５つのテーマで行われ、８人の組

合事務局関係者が熱心に聴講した。特に今回は、昨年度中小企業組

合制度が改正され組合運営方法が大きく変わったこと受け、講習

内容も大幅に修正したことから、受講者より「改正組合法により漠

然と不安に思っていたことが今回よくわかった」との評価の声も

聞かれた。中央会では、組合事務局強化の次のステップとして、組

合士制度の活用も推進しており、11月頃「組合士受験対策講座（検

定試験は12／7）」を開催予定である。

8人の組合事務担当者が参加

総会・理事会の招集手順について講師から説明を受ける受講生

熱心に聞き入る会員の皆さん

土橋久忠先生

ウォータースライダーを楽しむ トラックづくりに真剣な子供

　山梨県中小企業労務

改善団体連合会（大宮山

磐会長）は、7月2日（水）

甲府市「中央会研修室」

において、平成20年度

通常総会及び特別講演

会を開催した。

　午後3時から行われた

通常総会には各地区の

連合会より約40名が参

加して開催され、11月

に開催する「活力ある職

場づくり推進運動山梨県大会」、連合会財政基盤強化のため

の共済業務提携事業及びリサイクルトナー活用推進事業の

実施などについて決議された。

　また、18年度より山梨県から委託を受けて実施している「仕

事と家庭の両立支援事業」を連合会の中心事業として引き続

き実施する。

　この事業では、就業規則の整備、労務相談を中心に、講習会

の開催と専門家の派遣による個別相談を行うことから、会員

事業所への積極的な活用を呼び掛けた。

��総会終了後には、山梨学院大学／山梨学院短期大学就職課・

キャリアセンター課長の土橋久忠氏を講師に招き、「学生の

就職活動と魅力ある企業とは…」をテーマに、労働セミナー

が行われた。

��セミナーでは、平成生まれの新入生を迎え入れる時代とな

り、社会変化の多様化、大学生の学習意欲と学力の変化、その

一方で労働市場も大きく変化している。今後、採用する大学側・

企業側の特徴や魅力などをアピール強化していかなければ

ならないなど、日頃の大学生就職支援の立場から得た知識を

もとに体験談を中心に説明が行われた。
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豆
知
識

　このコーナーは、日頃の疑
問や意味がよく分からない業
界用語、ちょっと気になる情報、
知ってると得する豆知識等々
を紹介します。

　
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
高
騰
す
る
中
、燃

費
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
自
助

努
力
が
大
切
で
す
。例
え
ば
、タ
イ
ヤ

の
空
気
圧
の
確
認
、ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
な

ど
余
計
な
荷
物
は
積
ま
な
い
、急
発
進
・

急
加
速
は
避
け
る
、な
ど
と
い
っ
た
簡

単
な
取
組
で
エ
コ
な
運
転
に
繋
が
り

ま
す
。

効率的で、最適な共同研究開発
～製品化・実用化をお手伝い～

●藤間先生の研究室へのご質問やご相談がありましたら、
　山梨大学 産学官連携・研究推進機構（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

藤間�一美��先生
（工学部 電気電子システム工学科　教授） 

■先生の研究分野を教えて下さい。
　物理学の分野で原子・分子における電子の散乱や電子の構造

計算・解析を行ってきました。これらの知識と技術を使い、コン

ピュータシミュレーションを用いて、様々な現象の最適化条件

を絞り込む研究も行っています。

■現在行っている研究開発は？
　中小企業との共同研究開発で液晶テレビのバックライトの

光源開発を行っています。この研究開発は、保有する技術を活

用して液晶テレビのバックライトの効率を上げるという明確

な目的があり、最終的な製品化が決まっています。

　また、文部科学省の「極端紫外（ＥＵＶ）光源開発等の先進半

導体製造技術の実用化」というプロジェクトにも携わっていま

した。これは、世界の半導体市場における国際的優位性・国際競

争力を確保するために、次世代半導体デバイス製造に不可欠な

光源等の技術開発をするものです。

　さらに、電子の散乱における知識を光の散乱に応用した研究

にも取り組んでいます。例えば、一般的な画像処理は明暗を見

分けて形状を認識していますが、物理的性質を見分けられる機

能があれば面白いのではと考え、光の状態から物理的な情報を

解析する研究を行っています。人間の目は、濡れたタイヤと劣

化したタイヤを同じ黒色でも見分けますし、生地がすり切れて

いるのかテカっているのかなども認識できます。このような事

がコンピューターにより計測できるようになれば、様々な分野

に利用できるでしょう。例えば塗装の透明感というのも対象と

して面白いと思います。

　製品化に至った例としては、化粧品の粉体と人の皮膚に関す

る化粧品メーカーとの共同研究開発があります。人の目は、物

質固有の色のみでなくその表面や内部構造によって違った色

合いを見ています。これらの色合いの違いは、物理量としては

定義されにくい光沢・透明感・きめ細かさといった官能的な言

葉で表現されます。これらの表現状態に物理的な定義や科学的

な解釈を与えるため、紛体の大きさ・形状・密度といった物理量

を用いて最適な粉体の表現状態をシミュレートしました。これ

により制作された粉体は予想された特性を持ち、実験による試

作と評価のくり返しを大幅に低減することが可能になりました。

■中小企業者は大学にどのように案件を相談したらよいので
しょうか？
　大企業の研究開発は予算もあるため、ある程度手広く研究す

ることに意味があり、企業としては1つの結果が成功しなくて

もやむなしという姿勢で望むことができます。一方、中小企業

は大げさに言えば社運をかけて取り組まなければなりません。

「こういう技術をもっているので何か新しいことができないか」

という案件は非常にリスクを伴います。そこでは「こういう製

品が欲しい、このようなことができないか」などという明確な

ビジョンが必要になると思います。研究者は、実験実証の前に

多くの知識と経験からシミュレートし、全体の可能性の中で最

も安定的で最適かつ効率的なところを探し提案することがで

きます。経営者は、製品化まで含め全体が見渡すことができ、こ

の部分を最適化したいというビジョンが明確であり、研究開発

に対するある種の勘を備えることが必要となるでしょう。

　先に挙げた文部科学省のプロジェクトもそうですが、最終目

的・製品化が明確にあって、その実現のために必要な技術・人材

を投入するという方式が研究開発形態として主流となってい

ます。従来型の、得意な技術がありそれを応用できる製品等を

探すやり方は、目標へのモチベーションが低くなりがちです。

実用化・製品化への先見性をもっての研究が成功しやすいです。

自分の技術に固執せず柔軟な考えが今流だと思います。

■今後の研究開発の方向、テーマは？
　実用化・製品化を目指した企業との共同研究を継続して進め

ていきたいと考えています。他の研究者が思いつくような既存

技術で応用できる範疇にあるテーマには余り興味はわきません。

技術の移り変わりが速い早いハイテクの時代にあっては、特に

異分野の様々な人の話を聞くことが次のテーマを探すヒント

になるため、常に周りにアンテナを張り巡らしつつ、面白いと

思える分野を研究していきたいと考えています。

　
ク
ル
マ
で
ど
こ
か
遠
出
し
た
り
、通
勤
、買
い
物
な
ど
で
ク
ル
マ
を
利
用
し
た

り
と
、様
々
な
用
途
で
使
用
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、ク
ル
マ
は
機
械
で
す
の

で
、当
然
疲
労
も
す
る
し
、不
調
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
止
し
、本
来
の
性
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。ヒ
ト
と
同
様
、夏
バ
テ
し
た
ク
ル
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

●
気
軽
に
出
来
る
メ
ン
テ
箇
所
を

　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
っ
て
ク
ル
マ
の
下
に

潜
り
込
ん
で
…
と
い
っ
た
作
業
で
は
な

く
、
誰
で
も
簡
単
に
行
え
る
ク
ル
マ
の

確
認
作
業
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
視
覚

で
チ
ェ
ッ
ク
。
エ
ン
ジ
ン
内
の
潤
滑
、
冷

却
、
洗
浄
を
行
う
「
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
」
、

エ
ン
ジ
ン
の
各
部
を
適
温
に
保
つ
「
冷

却
液
」、ウ
イ
ン
ド
ウ
ウ
オ
ッ
シ
ャ
ー
液
、

ブ
レ
ー
キ
フ
ル
ー
ド
、
ス
モ
ー
ル
ラ
ン

プ
類（
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
、ウ
イ
ン
カ
ー
、

ポ
ジ
ジ
ョ
ン
ラ
ン
プ
）
な
ど
の
量
・
色
・

玉
切
れ
確
認
。
一
方
、
触
覚
で
、
タ
イ
ミ

ン
グ
ベ
ル
ト
な
ど
の
張
り
具
合
、
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
、
ワ
イ
パ
ー
・
ワ
イ
パ
ー
ゴ

ム
の
確
認
作
業
。
こ
の
一
連
の
作
業
だ

け
な
ら
10
分
程
度
で
行
え
ま
す
。
12
ヶ

月
点
検
な
ど
の
他
に
、
定
期
的
に
こ
う

し
た
チ
ェ
ッ
ク
を
行
え
ば
、
ち
ょ
っ
と

し
た
変
調
に
も
気
が
付
き
や
す
く
な
る

は
ず
で
す
。

●
ク
ル
マ
は
意
外
と
電
気
を
食
う

　
ク
ル
マ
は
電
気
で
始
動
し
ま
す
が
、

そ
の
重
役
を
担
っ
て
い
る
の
が
バ
ッ
テ

リ
ー
で
す
。
そ
の
他
に
も
エ
ア
コ
ン
、
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ト
、ワ
イ
パ
ー
、オ
ー
デ
ィ
オ
、

カ
ー
ナ
ビ
な
ど
の
電
装
品
で
も
電
気
を

消
費
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
渋
滞
に
つ

か
ま
っ
て
、
エ
ア
コ
ン
、
オ
ー
デ
ィ
オ
全

開
で
ワ
イ
パ
ー
や
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
な
ど

も
使
用
し
て
…
と
い
っ
た
状
況
な
ら
、

バ
ッ
テ
リ
ー
に
充
電
さ
れ
ず
、
い
ず
れ

エ
ン
ス
ト
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
ち
な
み
に
意
外
と
電
力
を
消
費
す

る
の
が
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
。
エ
ア
コ
ン
、

リ
ア
デ
フ
ォ
ッ
ガ
ー
に
次
い
で
消
費
電

力
量
が
多
い
の
で
す
。

　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生
と研究を紹介するために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり
易い言葉で記事を書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝わらない場
合がありますが、ご容赦下さい。

Ｌ
Ｃ
Ｄ
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
均
一
性
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
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　新現役人材（大企業等の退職者及び退職予定のシニア人材）が持つ豊富なスキルやノウハウ、技術などは小規模・中小企
業にとっては重要な経営資源になりますが、こうした人材は中小企業の需要に対して大幅に不足しているのが現状です。
　この事業は、退職後も自らのキャリアを活かして中小企業に対して専門的な支援を行っていただける方と支援を希望
する中小企業との橋渡しを行うものです。 
　山梨県中央会では、この事業の地域事務局として、企業で培った知識や経験を活かしたいと思う方の登録と専門的なア
ドバイスやサポートを希望する県内の中小企業とのマッチングに取り組んでいます。

　山梨県中央会では平成19年度より(財)21世紀職業財団の「男性労働者育児参加促進事業」に取り組んでいます。
これは、最近よく耳にする「ワーク・ライフ・バランス」の考えのもと、職員の生活の充実、仕事意欲の高揚ひいては経
営的な効果を期待するという取り組みです。
　第1年度目（平成19年度）は、準備期間と位置づけし、仕事と家庭の両立支援（ワークライフバランス）について及
び現状当会が抱える課題についての共通理解を図りました。具体的には、会議や社内回覧による情報の提供及び意
見交換、外部の講演・研修への役職員の派遣及び会議におけるフィードバック、その他検討委員会において規程改定
を含めた体制整備について話し合いました。
　第2年度目（最終年度）となる平成20年度は、体制整備の実施と数値目標の達成に向けた実質的な取り組みを行っ
ていく計画です。具体的には、職員へのニーズ・アンケート調査、育児参加計画書の作成・運用、規程の改善等を実施
していきたいと考えています。
　両立支援の企業診断ができるファミリーフレンドリーサイトの両立指標の得点は、事業開始当初40点だったも
のが第1年度終了時95点となっています。今年度更なる得点アップを目指し、働きやすい職場を実現させていきた
いと考えております。
　会員の皆様も厳しい時代だからこそ、有能な人材の確保と業務効率アップのために、仕事と家庭の両立支援に取
り組んでみてはいかがでしょうか。

　原油・原材料価格が高騰する中、中小企業は価格転嫁をすることが困難であり、収益が圧迫されている状
況を踏まえ、政府は累次にわたり、原油等価格高騰対策を講じてきました。しかしながら、下請かけこみ寺
等を通じて把握した取引実態を踏まえつつ、下請代金法の厳格な運用、中小企業の立場に立った相談対応
の徹底など、下請取引の適正化等を図る対策を一層推進する必要があることから、以下の対策を8月9日か
ら順次実施することと致します。

原油・原材料価格高騰に係る
下請中小企業向け追加対策について

平成20年8月5日
中小企業庁

お問い合わせ先 経済産業省中小企業庁事業環境部取引課　担当者：池谷、植田
Tel.03-3501-1511（内線：5291～7）・03-3501-1669（直通）
URL ： http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/080805shitauke_gen_tsuitai.htm

お問い合わせ先 新現役チャレンジ支援事業山梨事務局
山梨県中小企業団体中央会　〒400-0035　山梨県甲府市飯田2-2-1
TEL 055-236-3301  FAX 055-236-3302  URL：http://www.shin-geneki-yamanashi.jp/

1．平日の相談時間の延長及び土曜日の相談の実施
2．原油・原材料価格高騰時における買いたたきの具体的内容の明示
3．下請代金法に照らし問題がある可能性があると考えられる親事業者に対する特別事情聴取の実施
4．原油・原材料の価格の高騰の影響が強い業種を中心とした親事業者に対する特別立入検査の実施
5．下請適正取引ガイドラインのフォローアップの実施
6．厚生労働省からの通報制度の新設

あなたの知識と経験を活かしませんか!?

働きやすい職場の
雰囲気づくり・体制整備に向けて

●技術開発・生産管理・物流管理・経理、財務・経営企画・マーケティング･ IT活用・人材養成 等々…

中小企業庁／中小企業基盤整備機構 委託事業

新現役チャレンジ支援事業のご案内

退職者･退職予定者

事業の内容・登録に関する詳細につきましては、お電話でお問い合わせ下さい。

山梨県中央会

(人材データベース)

マッチング

登録希望者 支援希望企業
県内の中小企業

登　録 人材照会

～男性労働者育児参加促進事業（③経過報告）～

※この事業は、中小企業庁 ・ 中小企業基盤整備機構からの委託を受けておこなうものです。
　また、退職後の再就職支援を行うものではありません。
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　9月に入り、食欲の秋、読書の

秋…といったいろんな秋の過ご

し方がありますが、私はメタボ

になりつつある体型と北京オリ

ンピックの余韻に未だ包まれて

いることもあり、今秋は、「スポ

ーツの秋」になりそうです。みな

さんはどんな秋になりそりそう

ですか？

ご意見・ご要望は、中小企業タイ

ムズ編集班まで

TEL 055-237-3215   

FAX 055-237-3216

E-mail webmaster@chuokai-

yamanashi.or.jp

編 集 後 記

　毎年1回、全国の中小企業団体の代表者が一堂に会し、
その決意を内外に表明するとともに、各分野別専門委
員会からの中小企業者の要望等の実現方に努めると
ともに、国等に対して中小企業振興施策の確立を訴え、
安定的な振興発展を期して開催されるものです。
　第60回の開催となる今年度は、11月20日（木）に仙
台サンプラザで『連携、拠点、政策発信～躍動する中小
企業！～』をスローガンに開催される予定で、本県か
らは約40名の参加を計画し、9月末までを予定に参加
者の募集を行っています。会場の収容力がないため定
員になり次第締め切らせて頂きますのでお申し込み
はお早めにお願いします。

  参加旅程（予定）

 s19日
8:00アピオ発－圏央道・外環道－11:00大宮＝東北
新幹線＝2:40仙台－バス・フェリー(松島)－［泊：松
島一の坊］

 s20日
9:00ホテル－青葉城址・昼食－13:30大会－東北
道・磐越道－磐梯熱海温泉－［泊：ホテル華の湯］

 s21日
9:00ホテル－野口英世記念館・白虎隊記念館・昼食・
鶴ヶ城－15:40郡山＝東北新幹線＝7:00大宮－外
環道・圏央道－アピオ着20:00

山梨県では「ふれあい」特集号への広告を以下のとおり募集しています。

　1．広告を掲載する媒体…やまなし県政だより「ふれあい」特集号　（年4回発行）
　2．広告枠のサイズ…縦50mm×横180mm
　3．掲載料金……1枠あたり200,000円
　4．申込み方法…広告掲載を希望される方は、「山梨県広告事業実施要項」、「山梨県広告事業掲載基準」及び「やまな
　　　　　　　　し県政だより『ふれあい』特集号広告掲載要領」をご確認いただき、掲載申請書に必要事項を記入のう
　　　　　　　　 え、県広聴広報課へご持参いただくか、郵送、FAXもしくは電子メールで送付願います。

やまなし県政だより「ふれあい」特集号への広告掲載について

1組合1組合士

中小企業組合士検定試験の
願書受付が始まりました!!
　いま、中小企業組合はガバナンスの充実が求められ
ており、組合員はもちろん、広く社会の信頼を高め、社
会的責任を果たすには、組合運営の経験と専門的知識
を備えた事務局が必要です。ぜひ組合に『中小企業組
合士』を置きましょう。

 検定試験概要
1．試験科目…組合会計、組合制度、組合運営の3科目
　　　　　　一部の科目について合格した場合は、そ
　　　　　　の後3年間はその科目の受験が免除され
　　　　　　ます
2．試験日…平成20年12月7日（日）
3．試験地…全国20都市
　　　　　札幌、青森、秋田、仙台、さいたま、東京、長野、
　　　　　静岡、名古屋、大阪、岡山、広島、松江、山口、
　　　　　高松、福岡、長崎、大分、鹿児島、那覇
4．受験料…5,000円（一部科目免除者は3,000円）
5．受験申込…願書に受験料を添えて、山梨県中小企業
　　　　　　団体中央会へお申し込み下さい
6．願書受付…平成20年9月1日（月）～10月15日（水）
7．合格発表…平成21年3月2日（月）
8．中小企業組合士への手続き…試験合格者には山梨
　県中小企業団体中央会から組合士認定申請につい
　てご連絡致します。
　※受験対策講習会も予定しております。

●詳しくは中央会担当指導員または組織課まで。

第60回

中小企業団体全国大会を
仙台市で開催

山梨学院大学 学 法学部 法  部 法学科　 法 向井　千尋　向

　山梨県中小企業団体中央会で今回インターンシップ

という貴重な経験をさせていただきました。今までは

学生としての目線でしか“働く”ということを見てきま

せんでした。しかし、今回実際に働いている姿を間近に

し、自分も一緒に行動をさせていただき、“働く”という

ことに対し軽く見ていた自分に気付かされました。学

生と同じように社会に出たとしても日々勉強で、知識

や技能を身につけ、成長していかなければならないと

思いました。

　このインターンシップを通じ、まだ自分がどの職業に就くのかはわかりませんが、どこにいったとしても、そこで自分

には何ができるのか、どうすれば成長できるのか見付けていけるような人間になりたいと思いました。

　今回このインターンシップでお話をしていただいた皆様に本当に感謝しています。有難うございました。

山梨県知事政策局広聴広報課　Tel.055-223-1339 
HP：http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/koucho/28301838313.html

問い合わせ先


